
中学校技術・家庭科に関する
第８回全国アンケート調査

令和3年11月12日

第６０回全日本中学校技術・家庭科研究大会東京大会

全日本中学校技術・家庭科研究会 研究調査部



＜調査内容＞

• 回答者の基礎情報(経験、持ち時数等)

• 令和３年度の指導計画について

• １人１台コンピュータの設備状況等について

（技術分野のみ）

＜回答数＞ 全国 技術分野868名 家庭分野544名

＜協力＞ 公益財団法人

全国中学校産業教育教材振興協会

＜調査時期＞

令和3年2月15日～3月末



技術分野
アンケート回答数 ８６８名



１ あなたの勤務形態は､次のどれにあたりますか。

（１）正規教員
（教員定数に含む教員）

（２）その他
（期限付き教員、

非常勤講師等）

0 20 40 60 80 100

94 

5.99



２ あなたの教員免許資格は、次のどれにあたりますか。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(1)正式免許教諭

(2)臨時免許教諭

(3)その他

93.43

4.72

1.84



３ あなたの年齢は、次のどれにあたりますか。

14.4

23.84

31.45

24.3

5.99

0 5 10 15 20 25 30 35

(1)20代

(2)30代

(3)40代

(4)50代

(5)60代以上



４ あなたは技術分野を教えて何年目になりますか。

14.4

23.04

22.81

39.74

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

(1)１～３年

(2)４～１０年

(3)１１～２０年

(4)21年以上



５ あなたが担当する週当たりの技術分野の授業時数は、
次のどれですか。

26.03

31.33

26.61

13.82

2.18

0 5 10 15 20 25 30 35

(1)６時間以下

(2)７～10時間

(3)11～14時間

(4)15～18時間

(5)19時間以上



６ あなたは技術分野以外に他の教科の授業を担当し
ていますか。

41.47

58.52

0 10 20 30 40 50 60 70

(1)他教科の授業を担当して

いる

(2)他教科の授業を担当して

いない



3.81

1.19

18.85
6.68

26.96

15.99
3.34

0.71

3.1

7.39

11.93

0 5 10 15 20 25 30

(1)国語

(10)高校情報科

(11)その他

(2)社会

(3)数学

(4)理科

(5)外国語

(6)音楽

(7)美術

(8)保健体育

(9)技・家（家庭分野）

７ 他の担当教科は次のどれですか。（他教科を担当している
教員のみ回答）



技術分野
令和3年度の指導計画について



〇令和３年度の指導計画を作成する上で特に重視
する点をご回答ください。（３つまで）

29.7%

26.0%

16.8%

7.3%

6.4%

9.1%

3.4%

0.9%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

(3)学習過程（１）（２）（３）を明確にした指導計画

(2)技術の見方・考え方を働かせ主体的・対話的で

(4)現代的な諸課題に関する学習

(5)他教科等との関連を図った教科横断的な学習

(6)生活や社会を意識した学習

(8)地域の人材や施設設備等を利用した学習

(9)その他

(1)三年間を見通した指導計画の作成

(7)小学校や高等学校の学習内容との系統性を

意識した学習

深い学びの実現に向けた授業改善



指導計画

A材料と加工
の技術

履修する学年をお答えください。

32.71

40.66
13.7

12.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

「（1）生活や社会を支える材料と加工の技術」は何時間
で扱いますか。

13.13

17.39

16.01

20.73
20.16

12.55

0 5 10 15 20 25

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０～１２時間

(5)１３～１５時間

(6)１６時間以上

「（2）材料と加工の技術による問題の解決」は何時間で
扱いますか。

76.72
18.08

3.91

1.26

0 20 40 60 80 100

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

「(３)社会の発展と材料と加工 の 技術」は何時間で扱い
ますか。

84.4%
6.3%

3.2%

0.8%

4.7%

0.3%

0.1%

0.0%20.0%40.0%60.0%80.0%100.0%

1年生

1年生 ; 2年生

1年生 ; 3年生

1年生 ; 2年生 ; 3年生

2年生

2年生 ; 3年生

3年生



〇「A 材料と加工の技術」で扱う問題の解決の内容を
お答えください。

・身の回りを整理するものの製作

（机上の棚・本棚・小物入れ等）

・一人一台端末を収納するものの製作

・3Dプリンタを用いた製作

・教室の個人ロッカーの整理するものの製作

・内容Bで栽培するためのプランタ等の製作

・ブリッジコンテストなど



指導計画

B生物育成の
技術

履修する学年をお答えください。

｢(1)生活や社会を支える生物育成の技術」は何時間で扱いますか。

55.41
36.29

6.91
1.38

0 10 20 30 40 50 60

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

｢(2)生物育成の技術による問題の解決」は何時間で扱いますか。

28.8

45.7319.7
4.83

0.46
0.46

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間
(4)１０～１２時間

(5)１３～１５時間

(6)１６時間以上

83.87

14.86

1.15

0.11

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

｢(3)社会の発展と生物育成の技術」 は何時間で扱いますか。

21.0%

9.7%

2.0%

1.6% 47.6%

4.3%

13.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

1年生

1年生 ; 2年生

1年生 ; 3年生

1年生 ; 2年生 ; 3年生

2年生

2年生 ; 3年生

3年生



〇「B生物育成の技術」で扱う問題の解決の内容を
お答えください。

・限られた育成環境で収量や品質の向上

・使用目的にあった品質と収量の栽培

・商品価値の高いニーズにあった作物の栽培

・伝統野菜の栽培

・栽培での有効な土地利用

・天候に左右されない安定共有のための栽培

・使用目的のための収穫時期の変更

・植物工場の運用 など



指導計画

Ｃエネルギー
変換の技術

履修する学年をお答えください。

38.7

39.2815.09
6.91

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

｢(1)生活や社会を支えるエネルギー変換の技術」は何時間
で扱いますか。

｢(2)エネルギー変換の技術による問題の解決」は何時間で扱
いますか。

15.55 31.22

26.7218.54
6.45

1.49

0 5 10 15 20 25 30 35

(1)１～３時間
(2)４～６時間
(3)７～９時間

(4)１０～１２時間

(5)１３～１５時間

(6)１６時間以上

｢(3)社会の発展とエネルギー 変換の技術」は何時間で扱
いますか。

75.11
21.19

2.99
0.69

0 10 20 30 40 50 60 70 80

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

0.3%

1.0%

0.1%
76.2%

10.5%

11.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1年生

1年生 ; 2年生

1年生 ; 3年生

2年生

2年生 ; 3年生

3年生



〇「Ｃ エネルギー変換の技術」で扱う問題の解決の
内容をお答えください。

・災害時の非常事態を考えた照明器具の製作

・使用目的の明るさを求めるLED照明の回路設計
（電流制限抵抗器の選択など）

・様々な発電方法について（再生可能・ダイナモ・ソーラーパネルなど）

・センサを用いた照明器具の回路設計

・ロボコン等の製作を通した仕組みの最適化

・地域や災害時等で活躍できる、自動車などのモビリ

ティ・ロ ボットモデルの設計

・風力発電用・蒸気タービン用の、風車や羽根車製作と発

電コンテストなど



履修する学年をお答えください。

指導計画

D情報の技術

48.04
38.47

8.06
5.41

0 10 20 30 40 50 60

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

｢(1)生活や社会を支える情報の技術」は何時間で扱いますか。

17.51 42.51

30.52
7.37

1.15
0.92

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

(1)１～３時間
(2)４～６時間

(3)７～９時間
(4)１０～１２時間
(5)１３～１５時間

(6)１６時間以上

｢(2)ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミン
グによる問題の解決」は何時間で扱いますか。

17.97 40.78

26.72
8.29

5.76
0.46

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

(1)１～３時間

(2)４～６時間
(3)７～９時間

(4)１０～１２時間

(5)１３～１５時間
(6)１６時間以上

｢(3)計測・制御のプログラミングによる問題の解決」は何時間で扱いま
すか。

79.14
18.08

2.07
0.69

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

｢(4)社会の発展と情報の技術」は何時間で扱いますか。

3.5%

2.9% 32.4%

13.8%

6.9%

22.5%

18.1%

0.0% 20.0% 40.0%

1年生

1年生 ; 2年生

1年生 ; 2年生 ; 3年生

1年生 ; 3年生

2年生

2年生 ; 3年生

3年生



〇「Ｄ情報の技術（2）ネットワークを利用した双方向性
のあるコンテンツのプログラミング」で扱う問題の解
決の内容をお答えください。

・JavaScipt等を利用して、双方向性のあるWEBページ

の制作（学校・地域の安全マップや防災マップの制作など）

・SNSやショッピングサイトのプログラミング

・じゃんけん・おみくじ等のゲーム制作

・SNS通信プログラムの制作

・掲示板、チャットプログラムの制作など



・センサによる照明やモータの制御

・植物工場の照明・給水・温度設定等の管理

・信号機の制御プログラムの制作

・お掃除ロボットのプログラム制作

・ドローンの制御プログラム

・ライントレースカーのプログラミング

・自動運転の制御プログラムの制作

〇「Ｄ情報の技術（3）計測・制御のプログラミング」で
扱う問題の解決の内容をお答えください。



5.13

8.57

18.54

27.4

40.34

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

〇第３学年で取り上げる統合的な問題はどの内容
を扱いますか。（２つ以上選択）

A材料と加工の技術

B生物育成の技術

Cエネルギー変換の技術

D情報の技術
（双方向のプログラミング）

D情報の技術
（計測・制御のプログラミング）



〇全面実施に対して、先生自身がお感じになってい
る問題・課題があれば自由にお書きください。

GIGAスクール構想により、いずれPC室のパソコンがなくなる予定である。１人１台端

末には、十分な学習支援ソフトが入っておらず、また環境設定に現場の声が反映し
ておらず運用面でとても大きな問題がある。

主体的に学習に取り組む態度の評価について具体的な評価物を検討しています。こ
れまで同様の授業ノート、レポート、授業の作業進度を評価材料に考えておりますが、
これで十分なのか不安です。

３観点になり評価をしっかり行うためにどうしていけばよいか。評価を行う上で、どの
観点でどう評価すれば良いのか不安に感じている。

双方向性のあるコンテンツのプログラミングによる問題の解決について、どのような
教材を使用して授業をすればいいのかわからず、不安です。

免外の教員比率が高くなっている。また、プログラミング、制御などの指導内容につ
いては何を指導して良いか分からないという声が多い。

技術分野の免許所有者が少なく、臨時免許で指導せざるを得ない状況。免許を持っ
ている方でも、学級数減によって、他教科を指導せざるを得ない状況。

技術分野の授業時数が削減されている中、取り扱わなければならない内容が多すぎ
ます。特に、情報分野の内容は、技術で扱わなければならないのか疑問です。『もの
づくり』にかける時間が削減されてしまうのが大変寂しく感じています。

コロナ禍で、研修会や主任会等が開催できていないため、年間指導計画や教材・教
具をどうするかなど不安である。 ……

コロナ禍で十分な準備ができない

コンピュータの環境

学習評価

題材（特に双方向のプログラム）

授業時数が足りない

免許外で教科を教える不安



家庭分野
アンケート回答数 ５４４名



89.9

10.1

0 20 40 60 80 100

（１）正規教員
（教員定数に含む教員）

（２）その他
（期限付き教員、

非常勤講師等）

１あなたの勤務形態は、次のどれにあたりますか。



94.3

4.96

0.73

0 50 100

(1)正式免許

(2)臨時免許

(3)その他

２あなたの教員免許資格は、次のどれにあたりますか。



17.46

15.62

34.37

27.38

5.14

0 10 20 30 40

(1) ２０代

(2) ３０代

(3) ４０代

(4) ５０代

(5) ６０代以上

３あなたの年齢は、次のどれにあたりますか。



４あなたは家庭分野を教えて何年目になりますか。

17.83

24.26

22.05

35.84

0 10 20 30 40

(1) １ ～ ３年

(2) ４ ～ 1０年

(3) １１～２０年

(4) ２１年以上



24.08

27.94

27.75

15.62

4.59

0 10 20 30

(1)      ６時間以下

(2)      ７～１０時間

(3)  １１～１４時間

(4)  １５～１８時間

(5)  １９時間以上

５あなたが担当する週当たりの家庭分野の授業時数は、
次のどれですか。



34.37 65.62

0 20 40 60 80 100

(1)担当している (2)担当していない

６あなたは家庭分野以外に他の教科の授業を担当し
ていますか。



13.58

7.4

20.98

7.4

13.58

6.17

9.46

4.11

17.28

0 10 20 30 40 50

(1)国語

(2)社会

(3)数学

(4)理科

(5)外国語（英語）

(6)音楽

(7)美術

(8)保健体育

(9)技術・家庭科(技術分野)

７他の担当教科は次のどれですか。（他教科を担当
している教員のみ回答）



家庭分野
令和3年度の指導計画について



26.91

25.04

17.83

7.85

4.31

10.81

3.02

3.86

0.32

0 10 20 30

(1)三年間を見通した指導計画の作成

(2)生活に係る見方・考え方を働かせ主体的・対話

的で…

(3)学習過程【(1)生活の課題発見、(2)解決方法の

検討…

(4)現代的な諸課題に関する学習

(5)他教科等との関連を図った教科横断的な学習

(6)生活や社会を意識した学習

(7)小学校や高等学校の連携を意識した学習

(8)地域の人材や施設設備等を利用した学習

(9)その他

〇令和３年度の指導計画を作成する上で特に重視
する点をご回答ください。（３つまで）



79.59

18.38

2.02

0 20 40 60 80 100

(1)１時間

(2)２時間

(3)３時間以上

〇令和３年度の指導計画についておききします。
家庭分野の学習内容や、学習の進め方の見通しに
ついての学習（ガイダンス）は、何時間で扱いますか。



「Ａ家族・家庭生活」
70.95

23.89

2.75

2.38

0 20 40 60 80 100

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

｢(1)自分の成長と家族・家庭生活」は、 何時間で扱いますか。

12.68

33.82
28.49

25

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０時間以上

｢(2)幼児の生活と家族」は、何時間で扱いますか。

82.9
14.88

1.28

0.91

(1)    １～３時間

(2)    ４～６時間

(3)    ７～９時間

(4)１０時間以上

(｢(3)家族・家庭や地域との関わり」は、何時間で扱いますか。

33.27

56.98
8.82

0.55

0.36

(1)扱わない
(2)１～３時間
(3)４～６時間
(4)７～９時間

(5)１０時間以上

｢(4)家族・家庭生活についての課題と実践」は、何時間で扱い
ますか。

履修する学年をお答えください。

8.82%

4.96%

6.99%

40.07%

4.78%

5.51%

28.86%

0.00% 20.00% 40.00% 60.00%

(1)1年生

(1)1年生 ; (2)2年生

(1)1年生 ; (2)2年

生 ; (3)3年生

(1)1年生 ; (3)3年生

(2)2年生

(2)2年生 ; (3)3年生

(3)3年生



〇「Ａ 家族・家庭生活」で扱う課題解決に向けた実践
活動の内容をお答えください。

・高齢者との関わりを考えよう。 （社会福祉協議会と
連携し、車椅子や 白杖体験を通して高齢者との関

わりについて、考え、理解する。）

・家族の会話を増やす家族ふれあい大作戦

・幼児の発達段階に合わせた関わり方や声のかけ方

について学び、ロールプレイングで実践してみる。

・幼児の触れ合い方・関わり方についてのレポート（幼

児の喜ぶおかし作りの計画・幼児の喜ぶおもちゃの

計画）



「Ｂ衣食住の生活」
（食生活）

｢(2)中学生に必要な栄養を満たす食事」は、何時間で扱いますか。

｢(3)日常食の調理と地域の食文化」は、何時間で扱いますか。

25.18

26.1

18.01

13.97

8.63

8.08

0 10 20 30

(1)     １～３時間

(2)    ４～６時間

(3)    ７～９時間

(4)１０～１２時間

(5)１３～１５時間

(6)１６時間以上

履修する学年をお答えください。

31.8%

31.8%

5.3%

0.4%

28.1%

2.6%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0%

(1)1年生

(1)1年生 ; (2)2年生

(1)1年生 ; (2)2年生 ; 

(3)3年生

(1)1年生 ; (3)3年生

(2)2年生

(2)2年生 ; (3)3年生

(3)3年生

｢(1)食事の役割と中学生の栄養の特徴」は、何時間で扱いますか。
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(3)    ７～９時間

(4)１０時間以上



・調理実習 ・1日の献立の作成 ・自身の食生活の振り返り

・献立作成，食品の選択と保存、魚・肉・野菜の調理、郷土

料理の調理

・バランスの良い献立作り ・加工食品の表示調べ ・日常

食の調理

・ふくおか弁当の日、「自分で作る弁当の日」の実践

・外部人材（専門家）の参画を得た授業実践（魚の調理等）

〇「B衣食住の生活（食生活）」で扱う課題解決に向け
た実践活動の内容をお答えください。



「Ｂ衣食住の生活」
（衣生活）

｢(4)衣服の選択と手入れ」は、何時間で扱いますか。

4.41

30.88

41.17

18.56

4.04

0.91

0 10 20 30 40 50

(1)１～３時間

(2)４～６時間

(3)７～９時間

(4)１０～１２時間

(5)１３～１５時間

(6)１６時間以上

｢(5)生活を豊かにするための布を用いた製作」は、何時間
で扱いますか。

履修する学年をお答えください。

40.6%

16.7%

2.2%

0.9%

36.2%

1.5%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%
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(3)3年生

(1)1年生 ; (3)3年生

(2)2年生

(2)2年生 ; (3)3年生

(3)3年生

35.66
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17.83

3.86
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(3)７～９時間

(4)１０時間以上



〇「B衣食住の生活（衣生活）」で扱う課題解決に向け
た実践活動の内容をお答えください。

・衣服のコーディネートを考えよう。衣服の手入れをやって
みよう。

・衣服の役割、働き、和服文化、民族衣装、和服の着方、
TPOなど、衣服材料、手入れの方法、洗剤の洗浄作用な
どについて学習する。

・衣服を再利用した生活に役立つものを考える。

・製作したバッグを、自分自身の日常生活の中のどのよう
な課題をどのように解決できるか、解決方法や活用場面
を考える。

・誤った衣服の手入れ例を提示し、問題点を見付けて改善
策を考える活動



40.1%

6.3%

0.6%

0.6%

45.0％
1.7%

5.9%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%

(1)1年生
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(1)1年生 ; (2)2年生 ; (3)3

年生

(1)1年生 ; (3)3年生

(2)2年生

(2)2年生 ; (3)3年生

(3)3年生

「Ｂ衣食住の生活」
（住生活）

39.52

43.01

16.54

0.91
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｢(6)住居の機能と安全な住まい方」は、何時間
で扱いますか。

17.46

68.93

11.02

1.65

0.91
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(1)扱わない

(2)１～３時間

(3)４～６時間

(4)７～９時間

(5)１０時間以上

｢(7)衣食住の生活についての課題と実践」は、
何時間で 扱いますか。

履修する学年をお答えください。



・地震を中心にした災害への対策について、身近なとこ

ろの改善点や工夫を具体的に考え、実践する

・防災グッズを調べたり製作したりする実践

・災害や家庭内事故への対策を考えた室内環境の工夫

・一人暮らしシミュレーション（賃貸契約、家具配置など）

・間取りを作る、家の工夫を調べる、日本の住居の特徴

〇「B衣食住の生活（住生活）」で扱う課題解決に向け
た実践活動の内容をお答えください。



「Ｃ消費生活・環境」
｢(1)金銭の管理と購入」は、何時間で扱いますか。

67.46

30.69

1.47

0.36
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82.16
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｢(2)消費者の権利と責任」は、何時間で扱いますか。

10%
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7%
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39%

11%

23%
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(1)1年生 ; (2)2年生
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(3)3年生
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(2)2年生

(2)2年生 ; (3)3年生

(3)3年生

履修する学年をお答えください。

｢（3）消費生活・環境についての課題と実践」は、何時間
で扱いますか。
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(5)１０時間以上



・悪質商法についてのﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝｸﾞ（消費者ﾄﾗﾌﾞﾙと悪質
商法への対策）

・金融機関の方を招待して、時代に伴う支払い方法や金
銭管理の講座

・省エネルギーやものの廃棄の工夫

・商品広告などを作り売る側、買う側での検討

・Tシャツを選ぶ活動を通して、消費者として責任をもって
社会へ貢献できる方法を提案させる。（フェアトレード）

・身近な食品ロスを減らすためにパンフレットを作成させる。

〇「C消費生活・環境」で扱う課題解決に向けた実践
活動の内容をお答えください。



34.19

41.17

24.63

0 20 40 60

(1)１つ

(2)２つ

(3)３つ以上

〇「生活の課題と実践」を3年間でどの程度扱っていますか。



〇全面実施に対して、先生自身がお感じになってい
る問題・課題があれば自由にお書きください。

これまで以上にＰＤＣＡサイクルを意識した学習内容となるよう年間計画の見直しが
必要であると感じているが、十分に時間が取れていない。生活経験が乏しいなかで、
生徒一人一人に実践力を身に付けさせるためには、実習時間が足りない。他教科と
の連携も、もっと密にしていきたい。

「技術・家庭科ならではの見方・考え方を働かせる」、「主体的・対話的で深い学び」
等について具体的な授業や活動のイメージがまだつかめていないため、研修の機会
が欲しい。

評価の観点が新しく３観点になること。評価するためには、生徒による記述をきちん
とさせ、どの観点で評価するのか、どの基準で評価するのかを明確にしておく必要が
ある。きちんと説明できる評価ができるか、不安。提出物は生徒が記述した内容をみ
ないといけないので、課題の出し方も工夫が必要になる。

令和２年度はコロナ禍のため、調理実習が全く実施できなかった。本校は学級数も
多いため、今後実習可能となっても、３年間を見通した限られた時数の中で、どの程
度の実習が組めるのかが心配である。

コロナ禍での「幼児との触れ合い学習」や「高齢者との関わり」をどのように進めて
いったらいいのか悩むことが多々ある。

専門外のため、新学習指導要領についての知識が少ないこと。理想的かつ現実的
な年間指導計画や各分野の題材計画の配布や研修をお願いしたい。

カリキュラムマネジメントの実現

授業改善のための研修の機会

学習評価

免許外で教科を教える不安

コロナ禍における実習・体験活動



１人１台コンピュータ
環境について

（技術分野の教員のみ）



１ GIGAスクール構想が進み生徒の１人１台ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの環境
が進んでいます。貴校の１人１台ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの稼働の進捗状
況をおききします。

39.17

42.62

13.24

4.95

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

(1)令和3年3月以前に1人1

台で稼働する環境になっ
ている。

(2)令和3年4月より1人1台
で稼働する環境になる。

(3)令和3年4月には間に合

わないが、年度内に整備が
進み、1人1台で稼働する環
境になる。

(4)未定である。分からない。



２ 令和３年４月以降の貴校のネットワーク通信速度環
境 （無線LAN)についてお答えください。

11.4

27.3

9.79

3.45
46.08

1.95
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(1)１０ギガバイト以上

(2)１ギガ以上１０ギガバイト未満

(3)１ギガバイト未満

(4)無線LANの環境がない。

(5)未定である。分からない。

(6)その他



３ 新たに導入された（される）1人1台コンピュータの
ＯＳは何ですか。

34.1

17.16

35.59
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(4)未定である。分からない。

(5)その他



37.78
13.24

6.22

31.1

10.25

1.38
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４ 現在、技術分野D情報の技術「計測・制御のプログラミングによる
問題の解決」などで使用する教材の中には、ＵＳＢ端子で接続する
ものがあります。 そこで、新たに導入された（される）1人1台コン
ピュータのUSB端子についてはどのような状況になっていますか。

(1)USB端子があり、使える。

(2)USB端子があり、許可が
必要等の制限があるが
使える。

(3)ＵＳＢ端子はないが、
転送等の手段で使える。

(4)未定である。分からない。

(5)使えない。

(6)その他



５ 令和３年度以降の貴校のコンピュータ室の状況をおきき
します。

3.45

62.78
4.37

9.21

19.47

0.69
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(1)すでにコンピュータ室はない。

(2)現在、コンピュータ室がある。
令和３年度以降も従前の設備を
残して存続する予定である。

(3)現在、コンピュータ室はある。
令和3年度以降、ディスプレイと
マウス等の一部の設備を残して
存続する予定である。

(4)現在、コンピュータ室がある。
令和３年度以降になくなる予定
である。

(5)現在、コンピュータ室がある。
令和３年度以降のことは分から
ない、未定である。

(6)その他



令和３年度の研究調査内容の予定

前回調査
平成29年度
の調査用紙



中学校技術・家庭科に関する
第８回全国アンケート調査

ご清聴ありがとうございました

令和3年11月12日

第６０回全日本中学校技術・家庭科研究大会東京大会

全日本中学校技術・家庭科研究会 研究調査部


